
今さら聞けない＃２７・・個性を活かす 

 

１． 稲盛さんに学ぶ 

  右掲は京セラの稲盛さんの「成功への情熱-PASSION」

から公式化したものです。稲盛さんは誰もが共通の資産

（時間と能力）を持っており、それを活かすも殺すも「考え

方」と「情熱」だとおっしゃっています。確かに、時間は誰

でも１日２４時間しかなく、能力も通常の仕事なら大差がな

いのです。この大差がない共通の財産を持っていても格

差が付くのです。その格差は「考え方」ｘ「情熱」で「成果」に大きく左右するのです。何故なら、

「考え方」はプラスにもマイナスにもなり、その結果、「情熱」に大きく影響を与えるのです。 

 「考え方」には企業風土や文化が大きく影響しており、その上で外部や内部の経験値を取り入

れることが影響するのです。例えば、トヨタのカンバン方式は有名ですが、殆どの大企業で取り

入れています。生産管理でも発注カンバンの考え方があり、システム化された現在も「ポスト」に

入れると言われています。ところが、中小企業では「あれはトヨタだから・・」と拒否する傾向があり

ます。この差が大きいのです。 

 次に「情熱」は考え方に大きく影響を受けます。新しい考え方ややり方をどんどん取り入れる事

でマンネリ感を払拭して、新しい事への挑戦意欲が湧いて来るのです。その状況を周囲が支援

すると経験が積み重なって経験値が高くなり、「成功のイメージ」が強い意志を生み出し「成果」

への「希望」が湧いて来るのです。 

 しかし、現実的には、例えば、「考え方」がプラスの方はどれ程いらっしゃるでしょうか、統計的

にはイノベータ理論のラガード層にあたる約１６％の方々がハッキリとマイナス思考になっている

のです。約１６％は６人に１人に相当するのです。確かに、表面上は何気ない表情ですが、内心

は「後ろ向き」になっており、「首にならない」程度に過ごそうとしているのです。逆にプラスの方

はイノベータ層で約２％、言われればやるアーリーアダプター層は約１４％なので、この層に働き

かける事が大切です。 

 

２．「チャレンジ」でニッチ一番 

 右掲は「好きな事」＝「仕事」というイラストです。ポイントは楽しそう

に反復している事です。あるお客様で「仕事は楽しいですか」と尋ね

たら、即座に「楽しかったのは入社当時くらい」という返事でした。こ

の返事の裏には「マンネリ」という大きな壁が立ちはだかっていたの

です。１０数人のソフトウエア会社で、大手からの１次下請けのポジ

ションで直接お客様と対峙することはなく、しかも、テクニカル的に難

しい開発はさらに下請けに丸投げという体質で「リスク」を負わないよ

うに経営されていたのです。つまり、「達成感」を味わえないのです。 

 私は、まず小さな案件から「リスク」にチャレンジすることを提案しま

した。自分たちの技術でお客様の業務改善につながる開発を行うのです。一般的にはパッケー

ジを基本に現実と Fit＆Gap を行うのですが、そのギャップの部分をオリジナル開発する事から

始めて頂いたのです。例えば、大手企業からのＥＤＩの取り込みを自動化して、在庫引当や仕入

や外注を自動化するＲＰＡの開発にチャレンジしたのです。いわゆるサブシステムという分野で

すが、各社の個性が違うので一律化が難しいのです。この難しいをリスクとして避けるのではな

く、「人がやる事だから」と作業者の判断基準などを聞き取りルール化したのです。この結果、お

客様の業務効率が高まり、さらにいろんなサブシステムの構築となったのです。この展開から「サ

ブシステムのＫ社」というブランド化が出来て「楽しさ」を味わったのです。 

 

 



３．凡事一流 

 前項の「好きな事＝仕事」というイラストは砂時計で描かれています。

つまり、反復作業を楽しそうに行うことなのです。しかし、多くの方は「反

復作業」は苦手であり、それを克服するのに同僚と会話したりして気分

を紛らわしているのです。つまり、仕事中の「雑談」や「私語」は集中でき

ない状況を紛らわしているシグナルなのです。このシグナルを見逃すと

トラブルの元になりかねません。例えば、大手企業へ納入する「流通加

工」は単純な作業ですが、正しい部品を正しく加工することが求められ

るので「作業への集中力」を高めることが課題になります。 

右上は故船井先生の「レンガ積みの法則」ですが、単純に作業する

効率を１とすると「いつまでに」とエンドが分かると１.６倍になるというもの

です。つまり、作業スケジュールを公開することです。エンドが分かれ

ば、目標感が出来て効率がよくなるのです。この事から「凡事」をスケジ

ュール感でチャレンジする体質にする事で、チャレンジ精神が醸成され

て創意工夫のマインドも生まれて来るのです。 

右下は「レンガ積みの法則」と「イノベータ理論」を組み合わせ試算し

た表です。人は正規分布に従っているので１０人の組織で１人のイノベータを育成すると、それ

に従う人たちが４人いて、その他の５人は作業するだけとしたものです。実際に、和歌山の文具

店でウエディング関連の商品を取り扱う際に、コーナーづくりを名乗り出たパートさんがいたので

す。この方は、棚割りの変更という難しい作業をこなして場所を確保して、さらに、自宅からウエ

ディング・ドレスやブーケを持参して飾ったのです。この方のリーダーシップで棚づくりを手伝

い、商品知識を吸収する人が出て、実際に若い女性に評判になったのです。文具以外にファン

シー商品が加わり女性客が増え、結果的に売上が１.７倍に跳ね上るブランディングになったの

です。右下の試算では１.４倍ですが、このお店の「熱量」が大きかったことを物語っています。ま

さに、ウエディング商品からファンシー商品へと品揃えが増えたのですが「凡事」となって継続す

ることで地域一番になり「凡事一流」の在り方を示したのです。 

 

４．隠れた個性を引き出す 

 大阪のＭ珈琲は創業７０年を超える中小規模のメーカーですが、街から喫茶店が消えて業績

が低迷していたのです。Ｍ社長は２代目ですが、先代から男性中心の会社だったのですが、あ

る時、孫を迎えに保育所に行くと数多くの保護者がいることに驚いたのです。何故なら、自社で

は勤務時間帯なのです。この事から「フレックスタイム」を思い浮かべ、さらに「自由裁量性」を思

いつき、例えば、催事が好きな方は会場を予約して、自社の珈琲の試飲会を開催することやＳＮ

Ｓが得意な方は動画などでＰＲするなどを行なえるようにしたのです。 

 「フレックスタイム」や「自由裁量」は知識として知っているが、自社に導入するには社労士と就

業規則の変更などを行なう事が必要だったのです。しかし、思い切って実行されたので社内風

土が大幅に変わって各自の隠れた個性が浮かんできて前項の「レンガ積みの法則」の２.５６や

１.６の状態の方が増えたのです。 

 第一項で稲盛さんの著書から「成果」＝「考え方」ｘ「情熱」ｘ「個性」と公式化しましたが、人に

は隠れた才能（個性）が埋もれているのです。その埋もれた個性を引き出す環境や企業風土を

つくることがポイントになります。その為には誰でもが手を上げやすい風土が必須です。フレック

スタイムや自由裁量も風土改革の一つなのでチャレンジして頂きたいと思います。 

 

 

【AＭＩニュースのバックログは http://www.ｗｅｂ-ami.com/siryo.html にあります！】 
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